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平成２８年度　すぎなみ大人塾＆すぎなみ地域大学　共同講演会
文責：小山訓久氏
平成28年5月21日（土）10時30分から12時30分　
於：セシオン杉並　
タイトル：「この社会を読み解く大人の基礎知識
－メディアのウソ、メディアのほんとう－」
講師：評論家　荻上チキ 氏
メディアは新聞やテレビだけじゃない
今回の講演会の講師は、新聞やテレビなどで活躍している荻上氏。「メディアのウソ、メディアのほんとう」というタイトルは、大変刺激的で、どんな内容なのか興味をもって参加してみた。まず、私たちが考えている「メディア」という概念すら狭いことを思い知った。「メディア」という言葉を聞いて思い出すのは、新聞、テレビ、ラジオ、インターネットなどだが、荻上氏が研究してきたメディア論の中では、もっと幅広いものを対象にしている。メディアというのは、人と人のコミュニケーションを伝える道具を指すので、コミュニケーションに役立っているのならメディアと考えるのだ。ペットボトルには、作った会社や、水の産地などが書いてあり、これがどういった飲み物であるのかを、しっかりと他の人にコミュニケーションしている。つまり、ペットボトルもメディアとして機能しているそうだ。紙袋もメディア論にとっては、媒体として機能している。会社の名前が書いてあったり、お祭りやイベントでも、紙袋を配っている。その時の紙袋は、持ち帰っている間に、会社の名前がいろんな人の目に留まるので広告としてのメディアとなる。服装も他人にメッセージを伝え、コミュニケーションとなっている。ブランド物の服やメッセージがついたＴシャツを着ているなら、「このブランドが好きだ」「こういうブランドがある」ということを伝えており、デモで戦争反対と書いたシャツを着ていれば、「私はこういう考えを持っています」と伝えている。メディア論では、身の回りのあらゆることをメディアとして考えられるのだ。
メディアの癖を知る
メディアというのは、癖があるそうだ。そのメディアならではの傾向のようなものだろう。テレビや新聞も、情報をありのまま伝えるわけではなく、記者や編集している人によって、バイアスが掛かっている。読者として、記者の目線や考えが入っているのは分かってはいるが、記事の中には誤りもある。
誤報や情報の誘導などではなく、メディアという大きな組織ならではの欠陥によって、私たち読者が誤った行動をしてしまうというリスクだ。例えば、少年犯罪は増加傾向にあると思われているが、実は少年犯罪の発生件数は戦後最低であり、毎年減っているそうだ。「発生件数の減少は少子化で子どもが減っているからではないか」と思われる方もいると思うが、犯罪率で見ても減少している。荻上氏によると、内閣府調査でも、「少年犯罪は増加している」と8割の人が思っている、つまり誤解しているとのことだ。どうして、こんな誤解があるのかといえば、ニュースというメディアの癖のせいだ。何も起きなかったことはニュースにならない。一方、起きたことはニュースになり、特に、凶悪事件、少年犯罪は珍しいから大きく報道される。それに触れた結果、増えていると錯覚してしまうのだ。荻上氏は、ストップいじめナビの代表をしていて、いじめに関する講演もしている。いじめは増えていると思うかと聞くと、「陰湿になっている」、「増えていると思う」と答える人が多いそうだ。しかし、統計上は、いじめは減少か、横ばい状態。一般が描くイメージとは、まるで異なっている。いじめは、自殺になって初めて報道されるが、いじめは年間10万件。メディアでは、極端なケースだけを取り上げているのだ。このように、メディアにとって伝えやすい情報は報道されやすいが、それによって、私たち読者も事実と異なるイメージを持ってしまうことがあり得る。メディアのような大きな存在の前に、読者は何もできずに、受け入れることしかできないのだろうか。
縦と横のリテラシー
荻上氏は、メディアの癖を知るために、新聞の読み比べ、ＣＭの見比べを提案してくれた。メディアが誤った報道をしたら、私たちは騙されてしまい、投票を誤ってしまったり、世の中の見方を制限されても気づかない。こういったことを防ぐために、メディアと良い距離をとって、上手に付き合っていく。一言で言えば、メディアリテラシーとなる。リテラシーとは、「理解」や「知るための技術」と訳されるが、さらに荻上氏は縦と横のリテラシーを提案した。メディアという上からの存在から来る情報に対して、受け手である私たちがどう対応していくのか。これが、縦のリテラシーだ。一方、横のリテラシーとは隣人からの情報への対処だ。インターネットの登場によって、誰もが情報発信できるようになった。その結果、流言やデマ、誤った情報も増えている時代になった。メディアという上からだけではなく、横にいる友人からも誤った情報が来るかもしれない。同時に、自分自身も誤った情報を流さないようにしなくてはならない。
災害支援手帳は天災と情報への備え
震災の時には、流言やデマが広がった。「大きな地震が〇日に起きる！」とデマが広がり、営業を辞めた店舗もあったそうだ。「動物園から動物が逃げ出した」「原発が止められなくなった」というデマもあり、横からやってくるデマに対して、私たちは備えなくてはならない。そこで、荻上氏は災害支援手帳というのを作成した。熊本地震の際は、ネットで無料公開し、多くの人に情報と支援方法を伝えていった。災害支援手帳を読んでいれば、適切な対応ができる。「そんな方法で、物資の送り方はダメだよ」と断ることもできるし、ベストな方法を提案もできる。デマが横から伝わってきても、「こういう情報の形は、きっとデマだな」と判断もつく。友人から来た情報は、どうしても否定しにくい。また、日頃の関係から信じてしまいがちで、震災時なら情報も不足しているので、なおさら信じてしまうだろう。情報を盲信してしまうことで、自分も友人も悲惨な目にあってしまうのは、できることなら防ぎたい。荻上氏が作成した手帳は、情報という側面から多くの人々を救っていると思った。
地域に必要なセミプロとメディア上手
これからの地域には、セミプロが必要と荻上氏は語る。セミプロの観点からネットの情報、新聞の情報をチェックして、そのテーマに関して情報発信して、議論を盛り上げていくのだ。ただし、デマや間違った情報は流さず、特定の問題に関心をもって、情報や考えを発信していく。その際に、問題に対して怒っていることだけを伝えても、伝わる人が限られ、他人の意見を否定していては関係性も良くならない。違いを認めながら、メディアの癖を知りながら、情報に振り回されないように、１つの問題に対して自分で考え、行動を起こし、仲間を募って、情報を広げていく。こうして、社会を動かしていくことが、今の地域には必要であり、現代だからこそできる手法なのだ。世直しという言葉は恥ずかしいようなイメージがあるが、大人になって何かの仕事をすることは、実は世直しに参加していることとも言える。仕事は、誰かの代わりに何かをしていること。仕事は人助けともいえる。お金を稼ぐ仕事だけではなくて、市民としての仕事をやっていくと、より大人として社会への貢献も強くなっていく。１つの課題のセミプロになって、メディアの性質を知ったうえで、賢く付き合う。こうした市民が増えていくと、その人自身も、周りも過ごしやすくなっていくと荻上氏は話す。

　地域への参加に関して、メディアを使った提案を語ってくれる人はいなかった。新しい提案に感謝し、まずは新聞の読み比べをしようと考えた。
